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原 著

医療事故防止教育の効果
―シミュレーション後の学生の心理的影響について―

佐渡看護専門学校；看護師

すず き ち え み か とう ゆ み こ

鈴木智恵美、加藤由美子

目的・方法：平成１７年度３年次夏期休業前に実施した
事故防止教育において、事故体験が得られるよ
うなシミュレーションを実施し、学生の心理面
への影響と、学生の事故防止に対する意識が高
まったかの評価を目的に、アンケート調査及び
学生のシミュレーション後の記録の分析を行っ
た。

成績：医療事故シミュレーション体験によって、学生
はそれぞれに心的衝撃を受けたが、種々のリフ
レクションの場を通して、感情表出、共感、プ
ラス思考の思考過程から学習意欲を得ている。

結論：今後はさらにリフレクションを通して、学生が
問題解決に向けて具体的行動を意識化できるか
かわりが必要である。

キーワード：看護学生、事故防止教育、心理的影響

緒 言

多発する医療事故が注目されるなか、看護基礎教育
においても医療事故防止教育の重要性が叫ばれてい
る。佐渡看護専門学校でも事故防止への動機づけや安
全を意識した技術力修得に向けて教育方法の検討を重
ねている。平成１７年度は事故防止についての基礎的知
識の講義を追加し、事故事例と事故防止方法について
のVTRの活用、与薬及び転倒シミュレーション体験、
事故原因及び予防についてのグループワーク等を実施
した。
事故防止には、「人は誰でも間違いをおかす存在で
ある。」という認識をもち、安全に関する基礎的知識
と注意力を高めることが必要である。なかでも医療事
故のシミュレーションは、事故体験を得られることか
ら事故防止に対する意識づけへの効果が大きいと考え
る。事故防止教育におけるシミュレーション体験によ
り事故防止への意識づけができたか、またどのように
学習及び実習意欲への動機につながったかの評価を学
生の心理面に焦点をあて調査・分析を行った。

対 象 と 方 法

対象者：３年課程３年生 ３３名
方法：夏期休業前７月に事故防止教育の講義、事故体

験が得られるようなシミュレーション（類似性
のある２名の患者対応、輸液ポンプ、静脈注射

技術、タイムプレッシャー、作業中断等を織り
込んだ与薬演習及び２名の患者対応での転倒事
故演習）を行った。直後にリフレクション（振
り返りの記録、教員との面接、翌日グループワー
ク等）を実施した。夏期休業後（１ヶ月後）に
アンケート調査（多肢選択法と自由記述法を併
用した質問紙）を実施し、調査結果と学生の振
り返りの記録を分析した。

調査時期：２００４年７月～９月
倫理的配慮：調査書に調査目的を記し、記載内容と成

績は関係ないことを説明し、無記名で協力を依
頼した。

結 果

アンケート回収率は１００％であった。
１．医療事故防止教育におけるシミュレーションの効
果について
「事故防止教育を受けて、事故防止に対する意識
が強くなった」と回答した学生は３３名（１００％）で
あった。実施内容のなかで、特に事故防止対する意
識が強くなったと思う内容は、シミュレーションが
２４名（７７％）で、事故事例・事故防止のVTRが３
名（１０％）であった。（図１参照）
「シミュレーションからヒヤリ・ハットや事故に
つながる体験ができた」と回答した学生は３３名
（１００％）であった。シミュレーション直後の気持
ちについて、「恐怖感」１５名（４８％）、「ショック」
７名（２３％）、「何も考えられない」が７名（２３％）
で同数であった。その他の記述内容は、「危険な職
業である看護の道を選択したのは誤りだったので
は」や、「教員に対して怒りを感じた」「悔しい」が
あった（図２参照）。そのような気持ちにつながっ
た内容としては、与薬シミュレーションが２５名
（７８％）、転倒シミュレーション７名（２２％）であっ
た。与薬シミュレーションをあげた理由の記述内容
は、「頭の中が真っ白になった・パニックになった」
１１名、「事故を起こしてしまう（人を殺してしまう）
恐怖感」６名、「なにもできない・わからないとい
う無力感」が４名等であった。転倒シミュレーショ
ンをあげた理由の記述内容は「自分の不注意（判断
の誤り）で事故につながる」４名、「今後も（実習
や臨床）でありうることと感じ、ショックだった。」
４名、「恐怖感」４名、「予測できないところで転倒
し、自信をなくした」が３名であった。
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与薬シミュレーションで事故を起こしたと感じた
場面の記述内容は、処方箋の読み間違い、エアー混
入、静脈注射の急速投与、滴下計算間違い、三方活
栓の使用間違い等であった（表１参照）。学生が自
覚した事故要因の記述内容は、知識不足、確認不足、
タイムプレッシャー、技術不足等であった（表２参
照）。

２．シミュレーション後の心理変化の要因について
「事故防止教育終了後１ヶ月現在、事故防止の意

識が高まり意欲・やる気につながった」に「はい」
と回答した学生は２５名（７６％）、「いいえ」は６名
（１８％）、「どちらともいえない」は２名（６％）で
あった。意欲・やる気につながった内容の順を問う
と、リフレクション「教員との面接」、「まとめのグ
ループワーク」、「全体での感想の発表」、「時間の経
過と休養」それぞれが５名（１９％）で同数であり、
次に「学生同士での体験の会話」が４名（１５％）「振
り返りの記録」は０であった（図３参照）。
理由の記述内容は、リフレクション［教員との面
接］では、「聞いてもらい、話すことで冷静さを取
り戻した」３名、「状況を説明していると自分の不
足部分がみえてきた」２名、等であった。［まとめ
のグループワーク］からは「事故の要因、今後の改
善点がわかり意欲・やる気がでてきた」４名、「自
分が体験できないことをメンバーから学べた」４
名、「皆が同じ気持ちだとわかった」２名等であっ
た。［全体を通しての感想の発表］からは「皆が同
じように感じていたことがわかった」５名、「皆で
前向きに、今後に活かし頑張ると話した」５名、「事
故は誰にでも起こりうる。皆で注意していかなけれ
ば」３名等であった。［時間の経過・休養］からは、
「落ち着いて振り返ることができた」３名、「休ん
で考えてみたら頑張ろうと思えてきた」２名等で
あった。［学生間での体験の会話］では「皆が同じ
体験をしていると安心した」９名、「今後の改善点
を学び励まされた」３名、「前向きな感想を聞き、
一緒に頑張らなければと思った」３名等であった。

考 察

１．医療事故防止教育におけるシミュレーションの心
理的効果について
事故防止への意識は、実際のヒヤリ・ハットや事
故体験によって事の重大性に気がつき、予防意識や
行動変容に影響を及ぼすことが大きい。今回のアン
ケート結果より、シミュレーション体験は現実の事
故体験でないにもかかわらず学生の心理的動揺は大
きく、直後は現実感のある事故体験ができたことが
わかった。転倒シミュレーションよりも与薬シミュ
レーションの方が心理的影響が大きかった結果か
ら、与薬が生命に直結する技術であることを講義や
VTRにより認識できたためと考える。シミュレー
ション体験により、学生は予想外に自己の技術の未
熟さに気がつき、驚き、ショックや恐怖感をいだい
た。「自分は事故を起こす存在である」という認識
に直面し、ショックから無力感やなかには看護の道
を選択したことを後悔したり、教員に怒りの感情を
表現した学生もいた。このようなことは、事故体験
からの心的衝撃による防衛機制の心理過程とも考え

られる。畑村は「失敗した瞬間、痛い、辛い、悔し
いという気持ちが心に生じたならば失敗の体験は強
くその人の中に根付く。それは、その人の中に新た
な知識を受け入れる素地ができたということであ
る。」と述べている�。失敗体験により現実的に自
己の知識不足や技術の未熟さに気がつき、知識・技
術の修得の必要性を痛感できた。それを意欲的に自
己の課題に取り組む姿勢に変えることができてこそ
行動変容につながる可能性がある。
２．シミュレーション後の心理変化の要因について
失敗体験は無力感につながり、自己効力感の低下
をもたらす。清水は「パワーレスな状態にある人々
が再びパワーをもち回復する過程がある。そのプロ
セスは、傾聴、対話、行動の３段階を踏み成長する
プロセスの特徴をもつ。」と述べている�。シミュ
レーション後の学生の行動にあてはめると、教員が
面接による傾聴、支持を行っている。学生同士では、
互いに自己の失敗体験や心理状態を語り合い、対話
から連帯感、仲間意識の高揚を体験し、感情表出や
不安の緩和が得られている。まとめのグループワー
クでは、問題点の共有化、問題の原因分析、問題解
決に向けて検討し、今後の自己の改善点がみえてき
たことからやる気につながっている。さらにシミュ
レーションからの心理的衝撃を癒すには、夏期休業
期間の時間の経過も有効であった。
アンケート結果からわかるように、振り返りの記
録は体験の意味づけが薄かったと思われる。岩本は
「失敗の体験は負の体験であり、経験させることを
避ける傾向がある。しかし負の体験は創造的側面を
含み、意味あるものとして捉えるならば、そこには
多くの学びが存在する。」と述べている�。今後の
課題としては、失敗体験が意味あるものとして捉え
られるような意識づけが必要である。シミュレー
ション後の振り返りの記録を活用し、自己の変化に
意識を向け、失敗体験がどのような意味があったか
を問いかけ明確化することで、新たなプラス面での
自己の発見につなげていくことが有効であると考え
る。

結 語

１．シミュレーションの効果は、「自分も事故を起こ
す存在である」という認識がもてるとともに、直後
の心的衝撃は大きく、意欲低下をまねく可能性が大
きい。
２．心的衝撃をうけた学生は個々にそれぞれの対処方
法をとっている。種々のリフレクションの場を通し
て同一体験からの感情表出と共感を得て、プラス思
考の思考過程から学習意欲へと変わっていくことが
できる。
３．リフレクションを通して個々の学生が問題解決に
むけて具体的行動を意識化できるようなかかわりが
大切である。
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英 文 抄 録

Original article
An evaluation of a preventive education against medical
accidents -a psychological influence on students after the
educational simulation-

Objective and Study design : Before summer vacation in
2005 we provided the preventive simulation
against medical accidents to our 3 rd graders.
Questionary survey was performed to evaluate
both a psychological influence and an improve-
ment of preventive awareness.

Results : The students received a mental shock by the
simulation study. They got a learning will through
an expressiveness of emotion, sympathy, and a
positive thought.

Conclusion : They are expected to concrete their con-
sciousness to solve the present problems on further
reflection in the future.

Key words : nursing student, preventive education against
medical accidents, psychological influence

事故を起こしたと思った場面 人数

処方箋の意味がわからない １９

エアー混入 １３

静脈注射の急速投与 １０

輸液ポンプの操作間違い ９

滴下計算間違い ８

輸液速度の確認をしなかった ８

三方活栓の使用法間違い ７

その他 ２３

合計 ９７

表１ ヒヤリハット・事故場面

図１ 事故防止の意識が高まった授業形態
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なぜ事故を起こしたか 人数

知識不足 ３２

確認不足 １７

タイムプレッシャー １５

技術不足 １０

思いこみ ６

その他 １８

合計 ９８

表２ 事故要因

図２ シミュレーション直後の心理状態

図３ やる気・意欲につながった要因




